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用
水
土
地
改
良
区
と
合
併
し

て
、
受
益
面
積
一
九
一
九

㌶
、
組
合
員
二
六
三
五
名
と

な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

側
の
市
街
地
に
あ
る
鴨
川
、

中
川
等
の
お
い
て
、
貴
重
な

生
活
用
水
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
夏
場
に
は
水
不

足
が
生
じ
る
た
め
、
用
排
水

調
整
委
員
に
よ
る
用
水
管
理

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
土
地
改
良
区
の
取
組
み

と
し
て
、
「
農
業
用
水
見
学

会
」
や
「
土
地
改
良
区
だ
よ

り
」
、
「
う
お
づ
の
い
の
ち

の
水
」
な
ど
の
冊
子
で
、
森

林
や
土
地
改
良
施
設
及
び
土

地
改
良
区
の
役
割
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
地
域

住
民
や
子
供
達
等
に
、
土
地

改
良
施
設
の
維
持
管
理
の
大

切
さ
を
理
解
し
て
頂
く
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
課
長

藤
森

三
成
】
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新
た
な
交
付
金
制
度
ス
タ
ー
ト
！

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
が
始
ま
り

ま
し
た
。

今
回
の
日
本
代
表

の
目
標
は
、
ベ
ス
ト

４
進
出
と
い
う
と
て

も
高
い
目
標
を
も
っ
て
本
大

会
に
挑
ん
で
い
ま
す
。
私
た

ち
土
地
改
良
関
係
者
も
厳
し

い
情
勢
の
中
で
高
い
目
標
と

志
を
持
っ
て
、
土
地
改
良

区
、
市
町
村
、
県
の
連
携
プ

レ
ー
で
挑
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

会
場
ま
で
は
遠
く
応
援
に

は
行
け
ま
せ
ん
が
、
眠
い
目

を
こ
す
り
な
が
ら
テ
レ
ビ
の

前
で
し
っ
か
り
応
援
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

【n
a
k
a
s
h
i
m
a

】

国
政
が
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
農
業
農
村
整

備
に
関
す
る
予
算
が
著
し
く

減
少
し
、
生
産
基
盤
の
整
備

が
遅
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

農
村
の
生
活
環
境
整
備
も
大

き
く
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
し
て
、

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

（
皆
さ
ん
は
農
村
の
大
切
さ

を
よ
く
ご
存
じ
で
す
が
、
）

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
宇
沢

弘
文
先
生
も
、
岩
波
新
書

「
社
会
的
共
通
資
本
」
の
中

で
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
『
農
の
営
み
が

村
整
備
、
森
林
整
備
、
水

産
、
海
岸
の
各
分
野
で
そ
れ

ぞ
れ
が
実
施
し
て
き
た
既
存

の
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

農
山
漁
村
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

即
し
て
作
成
さ
れ
た
計
画
に

基
づ
き
、
農
林
水
産
省
の
各

公
共
事
業
を
自
由
に
選
択
で

き
る
と
共
に
、
自
治
体
の
創

意
工
夫
に
よ
っ
て
、
よ
り

事
業
効
果
を
高
め
る
事
業
も

実
施
が
可
能
な
、
使
い
勝
手

の
よ
い
新
た
な
交
付
金
と
し

て
平
成
22
年
度
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

「
対
象
事
業
は
？
」

農
業
農
村
整
備
分
野
に
お

け
る
交
付
金
の
対
象
事
業

人
類
の
歴
史
で
お
そ
ら
く
も

っ
と
も
重
要
な
契
機
を
つ
く

っ
て
き
た
。
将
来
も
ま
た
基

幹
的
な
地
位
を
占
め
つ
づ
け

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

(

中
略)

ど
の
社
会
を
と
っ
て

み
て
も
、
そ
の
人
口
の
あ
る

一
定
の
割
合
が
農
村
で
生
活

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

社
会
的
安
定
を
維
持
す
る
た

め
に
も
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
』

こ
れ
ま
で
、
土
地
改
良
区

は
、
自
ら
の
仕
事
の
必
要
性

を
発
信
す
る
こ
と
に
無
頓
着

で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
の

よ
う
な
、
経
済
合
理
主
義
の

「
用
水
の
歴
史
と
水
源
に
つ
い
て
学
ぶ
」

水
土
里
探
訪
ウ
オ
ー
ク
・
イ
ン
「
滑
川
」

◎
第
7
回
と
や
ま
の
棚
田
写

真
展

〈
作
品
募
集
中
〉

■
募
集
期
間

・
5
月
10
日
〜
11
月
15
日

■
応
募
・
問
合
せ
先

・(

社)

富
山
県
農
林
水
産
公

社
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◎
「
と
や
ま
農
業
用
水
を
育

む
集
い2

0
1
0
i
n

黒
部
川
」

（
仮
称
）
〈
参
加
費
無
料
〉

■
開
催
日
…
10
月
19
日(

火)

■
開
催
場
所
…
黒
部
市
宇
奈

月
国
際
会
館
「
セ
レ
ネ
」
／

黒
部
川
流
域
（
現
地
見
学
）

イ
ベ
ン
ト
情
報

す
。
な
お
、
早
月
川
沿
岸
土

地
改
良
区
と
布
施
川
土
地
改

良
区
と
の
間
に
受
益
が
重
複

す
る
区
域
が
約
四
四
五
㌶
あ

り
ま
す
。

市
内
の
主
な
農
業
用
用
水

源
は
、
７
河
川
、
17
た
め
池

で
あ
り
、
最
大
の
用
水
源

は
、
片
貝
川
か
ら
の
取
水
で

あ
る
黒
谷
頭
首
工
及
び
片
貝

谷
第
１
発
電
所
の
水
量
を
併

せ
た
、
最
大1

4
.
4
0
9
m
3
/
s

（
農
業
用
最
大1

3
.
5
2
1
m
3

/
s

）
と
な
り
ま
す
。

上
流
側
の
黒
谷
頭
首
工
、

幹
線
用
水
路
（
約
四
㎞
）
に

つ
い
て
は
、
県
の
管
理
で
あ

る
も
の
の
発
電
の
関
係
で
北

陸
電
力
㈱
が
維
持
管
理
し
て

お
り
、
貝
田
円
筒
分
水
槽
か

ら
下
流
が
当
土
地
改
良
区
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
に
よ
る
政
策
が
続
く
と
、

「
国
家
百
年
の
計
」
を
見
誤

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
土
地
改
良
区
は
、

「
こ
れ
ま
で
の
農
業
・
農
村

を
健
全
に
保
全
す
る
仕
事
は

大
変
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
も
続
け
る
必
要
が
あ
る
」

と
社
会
に
向
か
っ
て
大
き
く

発
信
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。今

年
度
は
、
土
地
改
良
区

の
役
員
や
職
員
の
み
な
さ
ん

と
共
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

農
業
・
農
村
の
保
全
の
大
切

さ
を
農
家
以
外
の
方
々
に
語

る
こ
と
を
お
約
束
し
て
、
ご

挨
拶
と
し
ま
す
。

【
永
森

雅
之
】

「
今
年
は
正
念
場
で
す
」

所
長
挨
拶

「農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
」

魚
津
市
土
地
改
良
区
は
、

昭
和
45
年
に
７
土
地
改
良
区

が
合
併
し
、
そ
の
後
、
平
成

14
年
2
月
に
、
片
貝
川
沿
岸

用
水
経
路
に
つ
い
て
、
片

貝
川
右
岸
側
は
、
サ
イ
ホ
ン

で
片
貝
川
を
渡
り
、
県
内
初

の
円
筒
分
水
で
あ
る
、
東
山

円
筒
分
水
槽
（
昭
和
30
年
）

か
ら
、
約
三
六
〇
年
前
に
築

造
さ
れ
た
、
悲
し
い
「
人

柱
」
伝
説
の
高
円
堂
用
水
、

幹
線
水
路
等
を
通
じ
各
用
水

に
流
れ
、
片
貝
川
左
岸
側

は
、
幹
線
用
水
路
を
通
じ
て

各
農
業
用
水
に
流
れ
、
下
流

東
山
円
筒
分
水

魚津市土地改良区

基幹水利施設位置図

土
地
改
良
区
紹
介魚

津
市
土
地
改
良
区

基幹農道 新川中部二期地区
の小川橋梁施工状況

５
月
22
日
（
土
）
に
、
水

土
里
探
訪
ウ
オ
ー
ク
・
イ
ン

「
滑
川
」
が
、
水
土
里
探
訪

ウ
オ
ー
ク
実
行
委
員
会
（
富

山
県
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
富

山
、
東
部
土
地
改
良
協
議

会
、
早
月
川
沿
岸
土
地
改
良

区
、
室
山
野
用
水
土
地
改
良

区
）
の
主
催
に
よ
り
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
早
月
川
沿

岸
土
地
改
良
区

松
井
理
事

長
が
挨
拶
し
、
来
賓
の
上
田

滑
川
市
長
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
約
一
八
〇

名
が
参
加
し
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
清
々
し
い
風
と
と
も

に
、
新
緑
の
ま
ぶ
し
い
７
．

５
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し

た
。コ

ー
ス
は
、
滑
川
市
み
の

わ
テ
ニ
ス
村
を
ス
タ
ー
ト

し
、
蓑
輪
頭
首
工
↓
魚
津
市

鉢
地
区
の
棚
田
↓
大
日
公
園
・

千
鳥
採
土
地
跡
↓
室
山
野
用
水

・
東
福
寺
野
用
水
分
水
工
↓
旧

川
・
隧
道
施
設
↓
北
陸
電
力
㈱

蓑
輪
発
電
所
を
周
る
も
の
で
、

各
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
県
や
地
元

土
地
改
良
区
な
ど
の
職
員
が
説

明
を
行
い
、
参
加
者
に
農
業
用

水
の
役
割
や
地
域
の
歴
史
に
つ

い
て
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
い

ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
は
、
滑
川
産
リ
ン

ゴ
ジ
ュ
ー
ス
、
ホ
タ
ル
イ
カ
沖

漬
、
み
の
わ
温
泉
無
料
券
が
当

た
る
抽
選
会
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
水
の

大
切
さ
が
わ
か
っ
た
」
「
道
三

の
偉
業
に
感
動
し
た
」
な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
土
地
改
良
区
、
市
町

並
び
に
関
係
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

【
指
導
課

指
導
班
】

出
発
進
行
！

は
、
国
営
事
業
に
関
連
す
る

事
業
や
防
災
事
業
の
一
部

（
地
す
べ
り
対
策
事
業
、
公

害
防
除
特
別
土
地
改
良
事

業
）
を
除
く
す
べ
て
の
事
業

と
な
っ
て
お
り
、
新
川
農
林

振
興
セ
ン
タ
ー
管
内
に
お
け

る
継
続
地
区
に
お
い
て
も
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
交
付
金
の

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
作
成
さ

れ
た
計
画
と
は
？
」

交
付
金
の
交
付
を
受
け
る

に
は
、
一
定
の
事
項
を
記
載

し
た
農
山
漁
村
地
域
整
備
整

備
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
「
計
画
の
目

標
」
、
「
評
価
の
指
標
」
、

「
交
付
対
象
事
業
」
等
を
明

記
し
た
３
〜
５
年
の
計
画
を

作
成
し
、
農
林
水
産
大
臣
に

提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

農
業
農
村
整
備
分
野
に
お

い
て
は
、
整
備
計
画
を
４
農

林
振
興
セ
ン
タ
ー
毎
に
作
成

す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
各

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
管
内
の

実
情
に
応
じ
た
予
算
管
理
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す【

指
導
課

計
画
班
】

「
新
た
な
交
付
金
と
は
？
」

今
年
度
よ
り
農
林
水
産
省

所
管
の
補
助
事
業
の
ほ
と
ん

ど
が
、
農
山
漁
村
地
域
整
備

交
付
金
に
変
更
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
交
付
金
は
、
農
山
漁

村
地
域
に
お
い
て
、
農
業
農

途
中
の
ポ
イ
ン
ト
で
職
員
よ
り

説
明
を
受
け
る
参
加
者

み ど り

作
品
募
集

開
催
告
知


